
本多忠次は本多忠勝（1548-1610）を始祖とする旧岡崎藩

主本多家の子孫です。忠次の父である本多家の十七代

目・忠敬（1863-1920）は、宮内省式部官・貴族院議員を

歴任する一方、岡崎の城址公園整備や教育振興に貢献

した人物です。その次男として生まれた忠次は、学習院

を経て当時の最先端の学問領域であった東京帝国大学

文化大学哲学科で学ぶなど、新しい時代を生きた新世

代。その忠次が周到な調査や準備期間を経て、敷地選定

から建築基本設計を自分自身で行ない、36 歳の時にお

よそ一年の期間をかけて完成させたのがこの住宅です。
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1階の南側には団欒室・食堂・夫

人室など、北側には便所・浴室・台

所・女中室などがあり、中央には

廊下が通されています。２階は寝

室・書斎・和室などが配置されてい

ます。外観は洋風ですが、和室と

洋室を取り込んだ和洋折衷式が

採用されており、プライバシーを高

めた現在の住宅様式の先駆けと

いえる内部となっています。各部

屋はそれぞれに趣向が凝らされて

おり、ほとんどの家具は建

築当初のオーダーメイドで

す。食堂や書斎では古典的

で重厚な棚やテーブルセットが選

ばれています。また、新しい芸術

様式として一世風靡したアール・

デコ様式で統一したお茶室、銀色

を基調としたモダンな寝室、その

ほか照明器具・モザイクタイル・

ステンドグラスも見所の一つです。


